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１.研究の目的 
 現在日本人の交通手段として自動車が最
も一般的であり、その普及率は年々増加の
傾向を辿っている。その中で、問題となっ
ているのは交通事故の増加である。日本の
年間交通事故発生件数は約９５万件にも達
している。そのうち、死亡者数は約 9 千人
となっている。 
その中で平成１５上半期の幼児を対象とし
た交通人身事故発生件数は約２７００件で
ある。  
この原因として子供は興味をひくものに

夢中になり突然路上に飛び出すことや、判
断力に欠けるために無理に道路を横断しよ
うとする、また子供の身長は平均１０４～
１２３cm と大人に比べ低いことから交通の
状況を把握することが困難であることなど
が挙げられる。 
 以上より、本研究は、子供の視点・大人
の視点からシミュレートすることを可能に
する。またソフトを使用するユーザの対象
である子供が利用しやすいものを作成する
ことで子供が事故の危険性を認識できるよ
うになることをめざす。 
 
2.既存のソフト 
既存研究については、すでに TOYOTA 社

[1] (図 1)Ford Motor Company 社、BMW 社、
などが優れたシミュレーションシステムを
提案した。これらのシミュレーションは正
確だが、装置が高価で子供の視点に立って
いない。また子供が気軽に楽しむことがで
き る ゲームソフトとして Googol-choo-
choo3D〔2〕（図 2）がある。これは線路の
レイアウトを容易に作成できるが詳しい事
故再現ができない。 
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図 1. TOYOTA のシステム 
  

    
 
    図 2. Googol-choo-choo3D 
             のシミュレート画面 
 
3.システム構成 
本研究は既存のソフトの特徴を踏まえ、 
次の機能に注目して独自の特徴を出して
いる 
・インターフェイスで設定できる 
（交差点、車道、標識 etc） 

・通学路の状況を再現できる 
・シミュレートできる 
（事故状況をリアルに反映） 

・子供の視点から確認できる 
（上広角から） 

・状況を生々しく見せない、危険重視 
・ノートパソコンで確認可能 
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4.環境モデリング 
 小学生の通学路について調査を行った。
この調査からすべての道路を構成している
のは大きく分類して直線路、十字路、T 字
路、曲がり角の四要素であると考えた。こ
れらをそれぞれ正方形のパネル上におき、
これをピースとするパズル感覚で道路環境
のレイアウトを作成する。 
 道 路 の テ ク ス チ ャ は PowerPoint と
Photoshop を利用して作成した。（図 3） 
このテクスチャを OpenGL で作成した正

方形のパネルに貼り付けパネル上に信号
機・横断歩道等を配置した。このパネルの
組み合わせによって道路環境を作成できる。
（図 4） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３．平面でのテクスチャの組み合わせ 
 
 

   
 

図 4. OpenGL での実行画面 
 
 
 

5.衝突シミュレーション 
 ２D での衝突を基本として衝突のシミュレーシ
ョンを行い、物体同士が衝突する際の物理式を利
用することでほぼ現実の事故に近づかせている。 
 自動車の事故は、主に正面衝突、非対称正面衝
突、側面衝突、後面衝突（追突）と分けられる。
正面衝突は、一次元衝突として衝突相手から受け
た衝撃力が車両の重心を通る衝突である。非対称
正面衝突はその重心を通らず部分的に重なる衝突
で回転運動を伴う。側面衝突は車両の側面に他の
車両が衝突する事故で衝突箇所が前面部、後面部
によって異なった回転が起こる。後面衝突（追
突）は車両の後面部に衝突される事故で、トラン
クなど空間がある場合が多く塑性が高い。即ち、
反発係数が極端に低く、時速２０ｋｍ以上でほぼ
０となる。よって、衝突時には車両同士一体とな
って動く。 
 シミュレーションを実行する際に、インターフ
ェイスで初期値を設定し、キー操作で自動車を操
作することができ、作成した道路環境上を走行さ
せ、４種類の衝突事故を再現することが可能であ
る。また、上空、ドライバー、歩行者（子供、大
人）からの視点で事故を確認することが可能で、
シミュレートを行った環境での事故の危険性を
様々な視点から理解できるよう設計した。 
 
6.まとめ 
 このシステムは簡単な操作で通学路での事故を
再現でき、その危険性を児童が理解することで事
故への注意とイメージを促すことが可能である。 
 独自の特徴としてシンプルなインターフェイス
によって児童にも操作可能である。さらに道路環
境を自由自在に作成でき、その中でシミュレート
できるため、いかなる事故環境の再現にも対応で
きるようになっている。 
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